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    2008 年 7 月 17 日 

 各   位  
東京都渋谷区恵比寿 4丁目 20番 3 号 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾄﾞﾊﾞﾀｲｼﾞﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ株式会社 

代表取締役社長 矢嶋 弘毅 

（コード番号 4281） 

問い合わせ先 戦略統括本部 IR 担当 

 

 

 

2008 年 5月中間期業績と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

本日、当社は2008年5月中間期（2007年12月1日～2008年5月31日）における業績を発表いたしま

したが、前年同期実績との差異が大きいため、その概要について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2008 年 5 月中間期業績（連結）と前年同期実績（連結）との差異 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前年同期実績（A） 

（2007 年 5月中間期） 
18,455 612 652 26 55 12 

当中間期業績（B） 

（2008 年 5月中間期） 
22,261 784 774 315 657 14 

増減額（B－A） 3,806 172 121 288 602 02 

増減率 20.6 28.2 18.7 - - 

 

２．2008 年 5 月中間期業績（個別）と前年同期実績（個別）との差異 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前年同期実績（A） 

（2007 年 5月中間期） 
17,122 680 708 △1,184 △2,427 33 

当中間期業績（B） 

（2008 年 5月中間期） 
20,261 732 729 344 718 33 

増減額（B－A） 3,138 51 21 1,528 3,145 66 

増減率 18.3 7.6 3.0 - - 

 

 

円 銭 

円 銭 
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３．差異が生じた理由 

売上高につきましては、インターネット広告市場の堅実な成長を背景に取扱案件を拡大し、連

結で 3,806 百万円（増減率 20.6％）、個別で 3,138 百万円(同 18.3％)、前年同期を上回りました。 

営業利益につきましては、売上の拡大にともない連結で 172 百万円（同 28.2％）、個別で 51 百

万円（同 7.6％）の増加となりました。 

経常利益は、連結で 121 百万円（同 18.7%）、個別で 21 百万円（同 3.0％）の増加、中間純利益

は、連結で288百万円、個別で1,528百万円の増加となりました。中間純利益が大幅に増加してい

るのは、前年同期に特別損失として計上したのれん償却額（個別においては子会社株式評価損）

の影響によります。これにより、1 株当たりの中間純利益につきましても、連結で 602 円 2 銭、個別

で 3,145 円 66 銭の大幅な増加となりました。 

 

 

以  上 


